
中
三 

『
旅
へ
の
思
い
』 

解
答 

㊀ 

お
く
の
ほ
そ
道 

問
一 

 

松
尾
芭
蕉 

問
二 

 

江
戸
時
代 

問
三 

 

深
川(

江
戸) →

日
光→
那
須→

大
石
田→

出
雲
崎→

金
沢→

山
中→

大
垣 

問
四 

 

季
語
：
枯
野 

季
節
：
冬 
切
れ
字
：
な
し 

句
切
れ
：
な
し 

問
五 

 

旅
に
あ
こ
が
れ
る
強
い
思
い
。 

問
六 

 

人
生
そ
の
も
の
。 

㊁ 

旅
立
ち 

問
一 

 

永
遠
に
旅
を
続
け
る
旅
人
。 

問
二 

 

芭
蕉
の
庵(

住
ま
い)  

同
じ
語
：
住
め
る
方
、
草
の
戸 

問
三 

 

股
引
を
繕
っ
た
。
笠
の
ひ
も
を
付
け
替
え
た
。
三
里
に
灸
を
す
え
た
。
住
ま
い
を
人
に
譲
っ

た
。 

問
四 

 

季
語
：
雛 

季
節
：
春 

切
れ
字
：
ぞ 

句
切
れ
：
二
句
切
れ 

問
五 

 

体
言
止
め 

問
六 

 

住
む
人
に
よ
っ
て
家
も
姿
が
変
わ
っ
て
い
く
も
の
だ
と
い
う
思
い
。 

㊂ 

平
泉 

問
一 

 

意
味
：
一
眠
り
の
よ
う
に
短
い
時
間 

別
：
功
名
一
時
の
く
さ
む
ら
と
な
る 

問
二 

 

奥
州
藤
原
氏
（
藤
原
泰
衡
、
秀
衡
、
家
衡
） 

問
三 

 

意
味
：
忠
義
を
尽
く
す
家
臣 

誰
：
義
経
と
と
も
に
戦
っ
た
家
臣
た
ち 

問
四 
 

作
者
：
杜
甫 

題
名
：
春
望 

問
五 

 

季
語
：
夏
草 

季
節
：
夏 

切
れ
字
：
や 

句
切
れ
：
初
句
切
れ 



問
六 

 

表
現
技
法
：
体
言
止
め 

部
分
：
夢
の
跡 

問
七 

 
功
名
も
栄
華
も
一
睡
の
夢
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
人
生
の
は
か
な
さ
に
切
な
く
な
る
思
い
。 

㊃ 

立
石
寺 

問
一 

 

人
々
に
一
度
見
た
方
が
よ
い
と
勧
め
ら
れ
た
こ
と
。 

問
二 

 

尾
花
沢
と
立
石
寺
の
間 

問
三 

 

多
く
の
岩
が
重
な
り
合
っ
て
山
に
な
っ
て
い
る
様
子
。 

問
四 

 

蝉
の
声 

問
五 

 

佳
景
寂
寞
と
し
て
心
澄
み
ゆ
く
の
み
お
ぼ
ゆ 

問
六 

 

季
語
：
蝉 

季
節
：
夏 

切
れ
字
：
や 

句
切
れ
：
初
句
切
れ 

問
七 

 

表
現
技
法
：
比
喩(

隠
喩)

、
体
言
止
め 

部
分
：
岩
に
し
み
入
る
蝉
の
声
、
蝉
の
声 

問
八 

 

静
か
な
場
所
に
響
き
渡
る
蝉
の
声
が
よ
り
一
層
こ
の
辺
り
の
静
け
さ
を
強
調
し
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
た
思
い
。 

 


